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令和２年度 新座市地方創生総合戦略 進捗状況報告書 

 

 

◆総合戦略の基本方針と全体に係る成果目標の達成状況◆ 

 

 

にぎわいと活力のある 緑豊かなふるさと新座 

～新座らしい魅力が光る、選ばれるまちを創生します～ 

 

＜全体に係る成果目標の達成状況＞ 

【指標】総人口（政策課） 

達成度評価：Ａ（期間内に目標値を上回るペースの指標値） 

 

※  基準値は、平成２６年１０月１日時点。指標値は、平成２７年度が１０月１日時点、 

 平成２８年度以降は各年度末時点のもの。 

 

新座市地方創生総合戦略では、本市の強みを最大限にいかし、都市機能の充

実や地域活性化を図ることにより、にぎわいと活力を創出することを目指すと

ともに、ふるさとの風情を感じさせる雑木林等の緑地の保全に取り組むことで、

新座らしい魅力あるまちづくりを進め、都市間競争の中で多くの人に選ばれる

まちを創出し、転入者数及び定住人口の増加を目指しています。 

具体的には、土地区画整理事業の実施や、合計特殊出生率の向上に向けた子

育て支援を主に進めるとともに、総合戦略に掲げた五つの基本目標の下に位置

付けた各施策を推進し、総人口を令和４年度までに１６万５，７９８人とする

ことを全体の成果目標としています。 

既に令和元年度に目標値を達成している中、令和２年度における実績は１６万

６，２４７人となり、前年度と比べ、２６０人増加しています。 

今後も引き続き、人口が継続的に増加するよう、総合戦略に位置付けた各施

策の事業を推進していきます。  

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

16 万 3,107

人 

【H27 年度】 

16 万 4,386

人 

【H28 年度】 

16 万 5,081

人 

【H29 年度】 

16 万 5,552

人 

【H30 年度】 

16 万 5,372

人 

【R1 年度】 

16 万 5,987

人 

【R2 年度】 

16 万 6,247

人 

【R4 年度】 

16 万 5,798

人 

基本方針 
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◆基本目標ごとの成果目標の達成状況◆ 

 

基本目標１ 田舎の心地よさと都会の便利さが調和したまち 

～土地区画整理事業と緑地保全で良好な市街地形成を進めます～ 

＜成果目標の達成状況＞ 

【指標】市街化区域の割合（まちづくり計画課） 

達成度評価：Ｃ（事業開始前よりも改善が見られる又は現状維持） 

※  基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

事業進捗状況 

［都市機能の充実］ 

令和２年度における実績は６１％であり、基準値から３％増加した平成２８

年度から変化はない状況です。 

今後、財政面を考慮しながら、土地区画整理事業の推進に向けた検討を進

めていきます。 

   

［自然環境の保全］ 

  緑地保全に関する取組としては、武蔵野の雑木林を後世に伝えるため、妙

音沢特別緑地保全地区、憩いの森等において、市民ボランティアと協働しな

がら、積極的に維持管理を行いました。 

新型コロナウイルス感染症の影響から野火止用水せせらぎ祭等のイベントは

休止となりましたが、今後も、市民や来訪者が水や緑に親しむことができる環

境の整備や機会の創出に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

５８％ 

【H27 年度】 

５８％ 

【H28 年度】 

６１％ 

【H29 年度】 

６１％ 

【H30 年度】 

６１％ 

【 R1 年度】 

６１％ 

【R2 年度】 

６１％ 

【R4 年度】 

６９％ 
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基本目標に対する各施策の取組状況 

施策１ 土地区画整理事業や緑地保全等による良好な市街地形成の促進 
【指標】新座駅北口土地区画整理事業の進捗率（新座駅北口土地区画整理事務所） 

達成度評価：Ｃ（事業開始前よりも改善が見られる又は現状維持） 

※ 基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

【主な取組とその成果】 

○ 新座駅北口土地区画整理事業については、物件調査積算業務委託や道路等実

施設計業務委託、道路築造等工事、建物移転等補償事業を行いました。引き続

き、事業の進捗及び早期完了を目指します。【新座駅北口土地区画整理事務所】 

○ 大和田二・三丁目地区土地区画整理事業について、引き続き物件移転補償

等を行うとともに、調整池工事や道路工事による都市基盤の整備を進めま

した。   

今後は、事業完了に向けて行う出来形確認測量と並行して、未完了部分の

物件移転補償や道路整備、造成工事を行い、更なる都市機能の充実を図りま

す。【大和田二・三丁目地区土地区画整理事務所】 

 ○ 地下鉄１２号線の延伸実現と新たなまちづくりに向けて、期成同盟会及 

び協議会において、埼玉県及び東京都への要望を行いました。 

なお、都市高速鉄道１２号線建設促進基金について、厳しい財政状況下 

において、新型コロナウイルスによる影響を受けている市民や事業者への 

支援策の実施に向けた一助とするため、やむを得ず廃止しましたが、基金 

の必要性を鑑み、再度の設置に向けて検討を進めます。 

【地下鉄１２号線延伸促進室】 

〇 新座駅北口地区においては、新座駅北口地区地区計画や新座市景観条例 

等の運用を行い、良好な市街地形成を推進しました。 

また、区域区分の変更を必要とする地区（地下鉄１２号線の新駅予定地 

周辺地区等）の調査・検討を行いました。【まちづくり計画課】 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

約１２％ 

【H27 年度】 

１９．０％ 

【H28 年度】 

２４．０％ 

【H29 年度】 

３５．５％ 

【H30 年度】 

４４．１％ 

【 R1 年度】 

４３．３％ 

【R2 年度】 

４９．０％ 

【R4 年度】 

６５％ 
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施策２ 雑木林とせせらぎ、農業に親しめる環境の保全・整備 

【指標】みどりの保全協定緑地（市民の憩いの森）箇所数（みどりと公園課） 

達成度評価：Ｃ（事業開始前よりも改善が見られる又は現状維持） 

※ 基準値は、平成２７年３月末時点、指標値は、各年度末時点のもの。 

 

【主な取組とその成果】 

〇 市内の雑木林を代表する国指定天然記念物「平林寺境内林」において、 

 かつての武蔵野の雑木林の景観を取り戻し、次世代へ確実に継承するため、 

「国指定天然記念物平林寺境内林保存管理計画」に基づき、平成２６年度 

から実施している雑木林（落葉広葉樹林）の再生事業を継続して行いまし 

た。【生涯学習スポーツ課】 

 ○ 農業経営の近代化の促進等に向け、農業近代化資金利子等補給金制度の

周知を行うとともに、農業団体への支援として、新座市農業振興協議会に

補助を行いました。 

   また、農業経営者の意向を聴きながら、新たな農業技術、環境保全型農

業の導入に対して補助を行いました。【経済振興課】 

○ 平成２３年度に流域９市で調印した「野火止用水サミット共同宣言」を 

踏まえ、例年、野火止用水ネットワーク会議を開催していますが、令和２ 

年度については新型コロナウイルス感染症の影響から休止としました。 

【シティプロモーション課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

１３か所 

【H27 年度】 

１３か所 

【H28 年度】 

１３か所 

【H29 年度】 

１４か所 

【H30 年度】 

１４か所 

【 R1 年度】 

１３か所 

【R2 年度】 

１３か所 

【R4 年度】 

２１か所 
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基本目標２ 地域の心でもてなす、住んでみたいまち、また訪れたいまち 

～自然・歴史・文化を楽しめる体験型観光都市づくりを地域一体で進めます～ 

＜成果目標の達成状況＞ 

【指標】観光入込客数（シティプロモーション課） 

達成度評価：Ｄ（事業開始前より悪化している） 

※  基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

事業進捗状況 

［新たな魅力の創出］ 

令和２年度における観光入込客数の実績は１７万４,５８５人であり、新型

コロナウイルス感染症の影響によるイベントの中止を主な要因として、前年度か

ら大きく減少しました。 

そうした中でも、本市の知名度向上と地域活性化を図るため、映画・ドラマ・

ＣＭ等映像作品の撮影の誘致・支援等によるロケーションサービスを推進しま

した。 

引き続き、ウィズコロナの視点を持ちながら、本市のシティプロモーション

や観光に取り組んでいきます。 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

53 万 5,090

人 

【H27 年度】 

50 万 5,019

人 

【H28 年度】 

51 万 5,464

人 

【H29 年度】 

62 万 5,552

人 

【H30 年度】 

50 万 5,189

人 

【 R1 年度】 

40 万 7,306

人 

【R2 年度】 

17 万 4,585

人 

【R4 年度】 

100 万人 
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基本目標に対する各施策の取組状況 

施策１ だれもが安全かつ快適に観光を楽しめる環境の整備 

【指標】観光ボランティアガイド登録者数＜うち、外国語対応可能者数> 

（シティプロモーション課） 

達成度評価：Ｄ（事業開始前より悪化している） 

※  基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

 【主な取組とその成果】 

 ○ 観光ボランティアガイド登録者数は、ここ数年は減少傾向にあり、外国語対

応可能なガイドと併せ、人材の発掘・育成が必要です。しかしながら、新

型コロナウイルスの影響により、新たなボランティアの募集はできません

でしたが、今後に向けて、ボランティアガイド養成講座の開催について検

討しました。 

観光ボランティアガイド事業について、新たに「新堀・西堀コース及び本

多緑道」コースを開発しました。これに伴い、全５コースのルートを掲載し

たリーフレット作成の検討を行いました。【シティプロモーション課】 

 〇 野火止用水沿いなどのウォーキングルート付近の公園を整備し、安全で 

快適に利用できるよう維持管理に努めました。【みどりと公園課】 

 ○ 平林寺周辺（陣屋通り）において、一部工事の完了により、道路の開放

を行いました。【道路課】 

〇 外国人と円滑に接することができる市民の育成を目指し、小・中学校に 

おける英語教育の推進に努めるとともに、児童生徒の英語によるコミュニ 

ケーション能力の向上や、多様性を受け入れ、人と人との関わりを大切に 

しようとする心の育成を図りました。【教育支援課】 

  

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

６１人 

＜２人＞ 

【H27 年度】 

６９人 

＜０人＞ 

【H28 年度】 

７４人 

＜０人＞ 

【H29 年度】 

７３人 

＜０人＞ 

【H30 年度】 

６５人 

＜０人＞ 

【 R1 年度】 

５０人 

＜０人＞ 

【R2 年度】 

５０人 

＜０人＞ 

【R4 年度】 

１５０人 

＜５０人＞ 
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施策２ 観光の魅力向上とシティプロモーションの推進 

【指標】ユニバーサル農業による生産量（経済振興課、シティプロモーション課、 

    みどりと公園課、障がい者福祉課、長寿はつらつ課） 

達成度評価：－  

※  基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

※ シイタケは障がい者支援団体への事業移譲を行ったため、生産量は不明。ブドウは、 

製品化する際の事業の採算性の問題から、生産中止。 

 

 【主な取組とその成果】 

 〇 ユニバーサル農業について、シイタケ栽培が毎年順調に生産を伸ばすこ 

とができる状況になったことを踏まえ、障がい者支援団体への事業移譲を 

行いました。そのため、令和２年１２月２８日をもって、ユニバーサル農 

業検討委員会での検討は終了とし、当該事業については一旦完結としまし 

た。【経済振興課、障がい者福祉課】 

〇  シティプロモーションの取組として、市の知名度向上と地域活性化を図る 

ためロケーションサービスを推進し、市内各地で１４件のドラマ等の撮影 

を行うとともに、市内で撮影した作品情報について市ＨＰに掲載し、市民 

等への情報発信を行いました。【シティプロモーション課】 

○  都市住民の農業に対する理解を促進するため、レジャー農園を運営する

とともに、給水施設及び仮設トイレの維持管理を行い、利用者の利便性の確

保に努めました。【経済振興課】 

〇 新型コロナウイルス感染症の影響により、例年実施している以下の事業

を中止としました。 

・ 「市民呈茶」：平林寺境内林の一画である松永耳庵ゆかりの睡足軒を活 

用した文化事業【生涯学習スポーツ課】 

・ 「野火止用水ホタルの夕べ」：市民との協働により実施しているホタル 

の里づくりの取組【地域活動推進課】 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

シイタケ

の生産量 

０㎏ 

ブドウの

生産量 

０㎏ 

【H27 年度】 

シイタケ

の生産量 

０㎏ 

ブドウの 

生産量 

１５㎏ 

【H28 年度】 

シイタケ

の生産量 

０㎏ 

ブドウの 

生産量 

２５㎏ 

【H29 年度】 

シイタケ

の生産量 

２９㎏ 

ブドウの 

生産量 

３１㎏ 

【H30 年度】 

シイタケ

の生産量 

１５４㎏ 

ブドウの 

生産量 

 ０㎏ 

【 R1 年度】 

シイタケ

の生産量 

１７６㎏ 

ブドウの 

生産量 

 ０㎏ 

【R2 年度】 

― 

【R4 年度】 

シイタケ

の生産量 

１００㎏ 

ブドウの 

生産量 

６００㎏ 
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基本目標３ 家族に選ばれる、子育てに優しいずっと住み続けたいまち 

～充実した子育て支援と地域の特長をいかした学びの場の提供を進めます～ 

＜成果目標の達成状況＞ 

【指標】合計特殊出生率（政策課） 

達成度評価：Ｄ（事業開始前より悪化している） 

※ 目標値は、合計特殊出生率が年に０．０１８ずつ上昇した場合の値 

※ 基準値は、平成２６年の数値。指標値は、令和２年度であれば、令和２年の数値。 

 

事業進捗状況 

[子育てしやすい環境づくり] 

令和２年度における実績は、１．２５となり、昨年度と比べ、０．０４ポイ

ント上昇しました。しかしながら、令和２年の出生数は全国で１８９９年の調

査開始以来過去最少の約８４万人となっており、５年連続で減少しています。

引き続き、子育てのしやすい環境づくりに向けた取組を推進し、出生率の向上

に努めてまいります。 

利用者支援事業（基本型、特定型、母子保健型）を推進し、子育て家庭や

妊産婦が、地域子ども・子育て支援事業や保健・医療・福祉等の関係機関、教

育・保育施設を円滑に利用できるために必要な支援を行うとともに、それら関

係機関との連携のための体制づくりを進めました。 

 ［国際教育と自然体験］ 

  国際教育の推進に当たり、市内全小学校に１１名の英会話講師をローテ―

ションで配置し、担任とのティームティーチングによる外国語活動・外国語

の指導を行いました。 

子どもたちが自然を体験する機会として、学校教育農園や学校教育林を活

用し、農業支援員の協力を受けての農業体験活動や、自然散策、野菜の栽培な

どの自然体験活動を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

１．２９ 

【H27 年度】 

１．４３ 

【H28 年度】 

１．３４ 

【H29 年度】 

１．２６ 

【H30 年度】 

１．２９ 

【 R1 年度】 

１．２１ 

【R2 年度】 

１．２５ 

【R4 年度】 

１．３８ 
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  施策１ 安心して出産・子育てできる環境の整備 

 【指標】待機児童数（保育課） 

達成度評価：Ｄ（事業開始前より悪化している） 

※ 本市では令和元年度から国基準（〈 〉内人数）を採用しているが、計画策定当初

からの比較がしやすいよう、市基準と国基準の数値を併記する。 

※ 基準値は、平成２６年４月１日時点。指標値は、該当年度の４月１日時点の数値。  

 

 【主な取組とその成果】 

 〇 待機児童数（市基準）は、申請者数が例年と比較して多かったことによ

り、前年度から７人増加し、１４３人となりました。【保育課】 

 〇 利用者支援事業（基本型）を１か所増設するとともに、地域子育て支援 

拠点等の各事業間の連携調整を行いながら、妊娠期からの切れ目のない子 

育て支援体制の充実等に努め、身近な地域での子育て支援に取り組みまし 

た。【こども支援課】 

 〇 利用者支援事業（特定型）の実施を通じて、子育て支援に取り組みまし 

た。保育施設の確保に関しては、認可保育所１園を開園したことにより、 

３０名の定員増となりました。引き続き、保育士不足による受入制限の解 

消を図るため、保育施設に対する支援を行っていきます。【保育課】 

 〇 利用者支援事業（母子保健型）について、里帰り先でも妊婦健康診査を 

受けられる体制づくりに努めました。また、産前産後サポート事業実施数 

も年々増加しており、妊産婦等に対しきめ細かい支援を進めるとともに、 

朝霞地区４市で寄付講座支援事業を継続し、小児救急、周産期医療の推進 

を図りました。【保健センター】 

 〇 こども医療費について、高校生までの子どもがいる保護者に対し、子ど 

もの入通院にかかる保険診療の一部負担分を助成し、保護者の経済的負担 

の軽減を図りました。なお、令和２年１０月に発出した財政非常事態宣言 

に伴う事業見直しの一環として、通院支援については令和３年４月 1 日診 

療分から対象年齢を中学３年生までとしました（入院支援は引き続き、 

１８歳年度末まで対象）。【こども給付課】 

  〇 児童発達支援センターにおいて、通所事業及び療育相談を実施しました。 

   また、令和２年４月から一般相談を、同年１２月から保育所等訪問事業 

  を開始しました。【障がい者福祉課】 

 〇  女性向け就労支援として、埼玉県女性キャリアセンター及び志木市との 

共催によるセミナーを開催しました。また、キャリアカウンセラーによる

就業相談についても２２件実施しました。事業者向けには、各種補助制度

等について市ホームページ等で周知に努めました。【経済振興課】   

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

１２７人 

【H27 年度】 

１２４人 

【H28 年度】 

１５８人 

【H29 年度】 

１９０人 

【H30 年度】 

１４７人 

【 R1 年度】 

１３６人 

＜６８人＞ 

【R2 年度】 

１４３人 

＜４９人＞ 

【R4 年度】 

０人 



- 11 - 
 

施策２ 新座ならではの国際教育及び自然体験学習の推進 

【指標】子どもの放課後居場所づくり事業（ココフレンド）実施校数（生涯学習スポーツ課） 

達成度評価：Ａ（期間内に目標値を上回るペースの指標値） 

※  基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

【主な取組とその成果】  

 ○ 子どもが放課後等に安心して過ごせる安全な居場所の提供を目的とした 

  子どもの放課後居場所づくり事業（ココフレンド）は、新たに片山小学校、 

野火止小学校、池田小学校及び陣屋小学校に開設し、全１７小学校での開 

設が完了しました。 

なお、活動状況については、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた 

め、一時ココフレンドを休室するなど、感染症対策を講じるとともに、活 

動再開後も参加自粛を呼び掛けています。【生涯学習スポーツ課】 

○ 子どもたちの休日の学習・スポーツ・体験学習の場となる新座っ子ぱわー

あっぷくらぶについて、市内全１７小学校等で計３１のクラブを開設し、 

５６６名の児童が活動に参加しました。【生涯学習スポーツ課】 

 〇 新型コロナウイルスの影響により例年に比べ事業の実施が制限される中、 

感染対策に配慮しながら、子どもたちが自由に屋外で遊ぶ「ソトプレ事業」 

や、父子で土づくりや苗植えを体験する「お父さんの畑づくり体験」など、 

様々な学びの機会にもなる事業を実施しました。【こども支援課】 

  〇 海外派遣事業については、市の厳しい財政状況を踏まえ、事業実施を見送 

りましたが、各都市との交流を継続するため、親書等で定期的な連絡を取 

り合いました。海外友好（姉妹）都市との交流では、国内のマスクが不足 

する中、友好都市である中華人民共和国河南省済源市からマスクの寄贈を 

受けました。【地域活動推進課】 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

６校 

【H27 年度】 

７校 

【H28 年度】 

８校 

【H29 年度】 

９校 

【H30 年度】 

１１校 

【 R1 年度】 

１３校 

【R2 年度】 

１７校 

【R4 年度】 

１７校 

（全小学

校） 
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基本目標４ 生涯現役、市民が主役の健康長寿のまち 

    ～健康づくりと地域活動の支援でだれもが活躍できるまちづくりを進めます～ 

【指標】健康寿命（保健センター） 

達成度評価：Ｂ（目標値を７割～８割程度達成するペースの指標値） 

※ 基準値は、平成２５年の数値。指標値は、令和２年度は、平成３１年中の数値。 

 

事業進捗状況 

［健康の保持・増進］ 

令和２年度における健康寿命の実績値は、男性８２．９０歳、女性８５．７５

歳となり、基準値から毎年度上昇しています。 

長引く新型コロナウイルス感染症の影響により、市民の健康づくりに寄与

する事業を従来どおりに実施できない状況が続いていますが、当面こうした状

況が続くことも想定し、オンライン等あらゆる媒体の活用など更なる工夫を進

めます。 

 

［生きがいづくりへの支援］ 

３大学との主な連携事業であるにいざプラスカレッジ（旧新座市民総合大

学）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止としました。 

今後も、高齢者を始め、市民が生きがいを持って地域で生活できるよう、

生涯学習や地域活動への支援を行い、各事業を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

男性 

８１．９７

歳 

女性 

８４．８７

歳 

【H27 年度】 

男性 

８１．９９

歳 

女性 

８４．９３

歳 

【H28 年度】 

男性 

８２．３６

歳 

女性 

８４．９７

歳 

【H29 年度】 

男性 

８２．６８

歳 

女性 

８５．２３

歳 

【H30 年度】 

男性 

８２．７５

歳 

女性 

８５．５８

歳 

【 R1 年度】 

男性 

８２．８１

歳 

女性 

８５．６４

歳 

【 R2 年度】 

男性 

８２．９０

歳 

女性 

８５．７５

歳 

【R4 年度】 

男性 

８４歳 

女性 

８７歳 
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施策１ 市民の健康の保持・増進への支援 

【指標】にいざ元気アップ広場実施会場数（介護保険課） 

達成度評価：Ｄ（事業開始前より悪化している） 

※ 基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

【主な取組とその成果】 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、高齢者の介護予防や健康づくり

を推進するために実施しているにいざ元気アップ広場など、集合型事業は全

て休止としました。この状況下でも、自宅や個人で取り組める事業として、

体操や健康に関する情報を掲載した「新座市運動プログラム集」の作成や、

市公式ＹоｕＴｕｂｅに体操動画の配信等を実施しました。【介護保険課】 

〇 特定健診の受診率について、自己負担の無料化等により、毎年上昇傾 

向にありましたが、新型コロナウイルス感染症の影響による受診控えや 

総合健診を中止とした影響から令和元年度より５．８％低下し、３６．６％ 

（令和２年度確定値）となっています。なお、コロナ禍においても適切な

健診機会を設けるため、ＡＩを用いた圧着ハガキの送付やＳＭＳの配信、

受診勧奨チラシの配布を行いました。 

 今後も、国の目標値である受診率６０％に向けて、受診率向上の取組 

を進めます。【国保年金課】 

〇 第２次いきいき新座２１プランに基づき実施している「こころとからだ

の健康づくり」に関する取組について、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止の観点から、対面で実施してきた事業の中止や一部変更を行いま

した。その一方、インターネットやＳＮＳを活用した周知啓発に更に力を

入れました。【保健センター】 

  

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

１６会場 

【H27 年度】 

２６会場 

【H28 年度】 

３６会場 

【H29 年度】 

３８会場 

【H30 年度】 

４０会場 

【 R1 年度】 

３８会場 

【R2 年度】 

０会場 

【R4 年度】 

６１会場 

(全町内

会) 
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施策２ 市民の生きがいづくりへの支援 

【指標】ユニバーサル農業における就労者数（経済振興課、シティプロモーション

課、みどりと公園課、障がい者福祉課、長寿はつらつ課） 

達成度評価：Ｃ（事業開始前よりも改善が見られる又は現状維持） 

※ 基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

 【主な取組とその成果】 

〇 ユニバーサル農業については、障がい者支援団体へのシイタケ栽培の事

業移譲を完了しました。【経済振興課、障がい者福祉課】 

○  就業機会の拡充を図るため、ハローワーク朝霞等と連携した講習会を実

施しました。なお、シニア向け合同就職面接会については、新型コロナウ

イルス感染症の影響により中止となりました。一方で、事業者と連携した

内職相談やキャリアカウンセラーによる就業相談については継続して実施

しました。【経済振興課】 

   ○ ボランティア活動への参加や、地域で働くことをテーマとした「にい 

ざの地域活動だより」を発行しました。また、令和元年度をもって、地  

域活動への第一歩を踏み出すきっかけづくりとして実施していた「地域 

デビューセミナー」事業を廃止としたため、代替事業として、ボランティ 

ア団体を対象としたチラシ作成支援を実施しました。【地域活動推進課】 

  〇  市内大学公開講座を十文字学園女子大学と共催で開催し、９月から１２ 

月にかけて、日本語、健幸と終活など様々な分野の講座を開講し、延べ 

５９０名が受講しました。【生涯学習スポーツ課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

０人 

【H27 年度】 

０人 

【H28 年度】 

０人 

【H29 年度】 

０人 

【H30 年度】 

０人 

【 R1 年度】 

０人 

【R2 年度】 

０人 

【R4 年度】 

１００人 
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基本目標５ 地域みんなで守る安全・安心のまち 

～地域コミュニティの活性化で防災・防犯・交通安全の取組を進めます～ 

＜成果目標の達成状況＞ 

【指標】町内会（自主防災会）加入率（地域活動推進課、危機管理課） 

達成度評価：Ｄ（事業開始前より悪化している） 

※ 基準値は、平成２７年１月１日時点。指標値は、各年度１月１日時点のもの。 

※ 平成２７年度に町内会（自主防災会）加入率の算出方法において、外国人世帯を含めるよ 
う変更した。 

 

事業進捗状況 

［町内会活動の支援］ 

令和２年度における町内会（自主防災会）加入率の実績は５７．９％とな

り、計画策定当初から毎年度減少しています。 

  新規転入者や若い世代の未加入者が多く、また、既存の会員の高齢化など 

により、役員や班長の担い手不足も課題となっていることから、加入促進事 

業を積極的に推進しました。 

  また、町内会に防犯灯整備への助成を行うなど、地域で災害に対応できる

体制づくりに努めています。 

 

［ハード面での災害対策］ 

令和２年度においても、引き続き公共施設や住宅等の耐震化整備により、

地域の防災力の向上を図る取組を推進しました。 

 

［防犯・交通安全対策］ 

防犯の推進の一環として、関係機関との連携による防犯体制の整備、防犯

関係団体の活動支援、空家等の適切な管理について推進しました。 

 また、交通事故防止の啓発として、新入学児童安全教室の実施等により、交

通マナーの遵守を広く市民に訴えました。 

 志木駅南口駅前広場等整備事業として、志木駅南口地下自転車駐車場及び志

木駅南口駐車場の供用を開始しました。 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

７３．１％ 

【H27 年度】 

６７．０％ 

【H28 年度】 

６４．９％ 

【H29 年度】 

６３．５％ 

【H30 年度】 

６２．１％ 

【 R1 年度】 

５９．８％ 

【R2 年度】 

５７．９％ 

【R4 年度】 

７５％ 
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 施策１ 町内会活動等の活性化 

【指標】防災訓練を実施する自主防災会数（危機管理課） 

達成度評価：Ｄ（事業開始前より悪化している） 

※ 基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

【主な取組とその成果】 

○  新型コロナウイルス感染症の影響により、防災訓練の実施を見送る自 

主防災会は多いものの、感染症の流行が収まった際には、自主防災会単 

独や合同で防災訓練を実施し、防災知識の構築を図るよう働きかけを行 

うとともに、自主防災会の活動や備蓄強化に向けた取組の支援を行いま 

した。 

また、コロナ禍での災害発生時の避難所運営においては、感染症対策

を併せて講じる必要があり、作業が増えることから、自主防災会長に対

して避難所運営への積極的な協力を呼び掛けました。【危機管理課】 

  〇 町内会への加入促進の取組として、市民課での転入手続の際の啓発品

の配布や市ホームページへの各町内会の活動紹介ページの掲載を行いま

した。また、令和元年度末から令和２年７月末にかけての町内会加入促

進キャンペーンを実施しました。【地域活動推進課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

５０団体 

【H27 年度】 

５０団体 

【H28 年度】 

５１団体 

【H29 年度】 

５３団体 

【H30 年度】 

５８団体 

【 R1 年度】 

５９団体 

【R2 年度】 

８団体 

【R4 年度】 

６１団体 

（全自主防

災会） 
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施策２ 災害に強いまちづくりの推進 

【指標】耐震化率（住宅戸数の耐震化率）（建築開発課） 

達成度評価：Ｂ（目標値を７割～８割程度達成するペースの指標値） 

※ 基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

【主な取組とその成果】 

 ○ 住宅の耐震化促進の一環として、広報への掲載やＤＭの送付、説明会の

開催等を実施し、建物所有者に対する耐震化推進啓発及び耐震助成制度

の周知を進めた結果、木造一戸建て住宅の耐震化促進については、耐震

診断助成件数２３件、耐震改修助成件数１５件の利用がありました。   

なお、分譲マンションについて、診断及び改修助成に対する申請はあり

ませんでした。これは、マンションには多数の区分所有者が存在すること

から、意見の集約に至らないことが一因と考えられます。【建築開発課】 

 ○ 大雨による災害への対策として、県道さいたま東村山線と並列する市

道第４０１２号線（山下通り）について、雨水幹線工事である「平林寺

第五幹線工事その４」を実施し、整備率の向上を図りました。今後も交

付金を活用しながら、災害に強いまちづくりの推進に努めていきます。

【下水道課】 

 ○ 雨水抑制の一環として、野火止小学校の校庭にブロック等を積み貯留

施設を設置して暫定的な溢水対策を進めました。また、その際に集水桝

を１基改良し、浸透効果を高める工事も併せて実施しました。【道路課】 

 ○ 地震災害への対策として、延長約１．５ｋｍにわたり、配水管を耐

震管に布設替する工事を行った結果、令和２年度末の耐震適合率は、 

４６．２％となりました。今後は、第７次水道施設整備計画に基づき、 

老朽化した排水管の耐震管への更新を進めます。【水道施設課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

８８％ 

【H27 年度】 

８９％ 

【H28 年度】 

８９．６％ 

【H29 年度】 

９０．３％ 

【H30 年度】 

９０・９％ 

【 R1 年度】 

９１．５％ 

【R2 年度】 

９２．６％ 

【R4 年度】 

９４％ 
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施策３ 犯罪や交通事故の少ない安全なまちづくりの推進 

【指標】自主防犯パトロール団体数（交通防犯課） 

達成度評価：Ｃ（事業開始前よりも改善が見られる又は現状維持） 

※ 基準値は、平成２７年３月末時点。指標値は、各年度末時点のもの。 

 

【主な取組とその成果】 

○ 防犯パトロール団体においては、高齢化が進んでおり、活動が困難となる

団体もあることから、今後は活動支援に加え、防犯パトロール団体の増加

を目指し、周知啓発に取り組みます。 

関係機関との連携による防犯体制の整備として、新座市防犯推進計画の策

定や新座市防犯協会への支援、警察署や新座市防犯協会との連携による防犯

の啓発活動を行いました。 

    防犯関係団体の活動支援として、防犯パトロール団体に対して、防犯資材

の貸与を行うとともに、不審者情報の提供を行いました。 

空家等の適切な管理として、法律や条例に基づいた改善依頼により、所有

者に自主的な管理を促しました。【交通防犯課】 

○ 消費者被害（振り込め詐欺など）の未然防止と拡大防止を図るため、配食

サービス利用者にチラシを配布しました。【経済振興課】 

〇 防犯及び交通安全の推進を図るため、市道第８号線（旧市道第４２－０１

号線）に延長約１２０ｍの歩道整備を実施しました。【道路課】 

基準値 指標値（実績値） 目標値 

【策定時点】 

９０団体 

(町内会４８、

ＰＴＡ２３、

他１９) 

【H27 年度】 

９０団体 

(町内会４８、

ＰＴＡ２３、

他１９) 

【H28 年度】 

８９団体 

(町内会４９、

ＰＴＡ２３、

他１７) 

【H29 年度】 

９２団体 

(町内会５１、

ＰＴＡ２３、

他１８) 

【H30 年度】 

９２団体 

(町内会５１、

ＰＴＡ２３、

他１８) 

【 R1 年度】 

９１団体 

(町内会５１、

ＰＴＡ２３、

他１７) 

【R2 年度】 

８５団体 

(町内会５０、

ＰＴＡ２３、

他１２) 

【R4 年度】 

１１３団体 

(町内会６１、

ＰＴＡ２３、他

２９) 


